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女子部・男子部 

飛び級社会人（仮）プログラム 

女子部部長 更科幸一 

 2021 年度より始まった「共生学」での学びを発展させ、在学中に学外での社会経験をする中で実践し、

将来につなげる機会をつくることを目指して「飛び級社会人（仮）プログラム」を開始した。2021 年度より準

備を始め、2022 年度に実施した。 

 

 自由学園での学びを、在学中に学外で実践して自信を

つけ、自分の将来について考えられる機会をつくれないか

と、常任理事の景山和憲氏と両部長が話し合い、「飛び級

社会人（仮）プログラム」を始動させることとした。これは、博

報堂のケトル（クリエイター集団）に依頼し、行った。 

 2022年3月28日にケトルのメンバーの方が学校を見学

し、企業選定の参考とした。学園側から派遣先の希望（たと

えば社会福祉に関する企業、またNGOなども入れてほし

い、等）も伝え、それらも勘案して先方から案が出て、学校

と調整をし、最終的に 7か所が決まった。詳細は以下。 

 

 企業 内容 

1 B&B（書店） 広報活動（TikTok製作） 

2 CLOUDY（アパレ

ル アフリカ支援） 

制服開発 

3 SIO（ミシュランレス

トラン） 

商品企画・販売企画 

4 WWF ジャパン（環

境保全団体） 

広報企画 

5 カンロ（食品） インスタグラム企画開発 

6 銭湯 農園とコラボしてのお湯づく

り 

7 ラジオ局 番組制作・出演 

表１ 2022年度飛び級社会人（仮）プログラム 

 

2022年11月12日に女子部男子部の高等科２，３年生徒

へ説明会を行った。同年12月10日に Zoom（録画）により

正副部長より保護者説明会を実施した。応募者は応募理由

の作文を提出し（2023年1月10日締め切り）、選定は各企

業と学園の間をコーディネートしていただいている For a

にお願いした。39名の応募者中、19名が選ばれ、各企業

へ 3～4人ずつ派遣され、2023年１～３月に実際の活動を

した。 

 実際に活動に参加した生徒からは「在学中の経験の中で

一番といっていいほど充実していた」という感想も聞かれ

た。一方、自分のやってみたかったことと、依頼されたこと

のミスマッチもあった。次年度以降は、事前に企業名だけ

でなく、内容についても共有し、応募判断の助けになる情

報を生徒と共有できるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 


